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20 租税法律主義の視点から、我が国の憲法を例として、税の公平についての見解がある。それによると、
租税立法の法原理として、応能負担原則が、租税立法上のもっとも重要な指導原理である、
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
と主張される。
　例えば、憲法14条は「法の下の平等」を記している―これを租税面からみると、能力に応じて平等であ
．．．．．．．．．．
ること、
．．．．
が意味されている、という。その他、憲法13条（個人の尊重・幸福追求権・公共の福祉）、25条
（生存権、国の社会的使命）、19条（思想及び良心の自由）等よって、応能負担原則
．．．．．．
は、我が国の租税に
関する憲法原則
．．．．
であるとしている。以上、北野教授（[3],30頁）
21 消費税がいかに逆進的であるか。北野教授（[5],35頁）によれば、消費税負担率は月収28万8000円…
3％、52万1000円…2.7％、99万9000円…1.4％、400万…0.8％、このように所得が低い者ほど負担率が高
い、とされている。
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